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図 2-7 マグネシウムの平均輸入価格 
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図 2-8 マグネシウムの平均輸出価格 

 

3.生産者及び生産品目 

 日本におけるマグネシウム素材の主要生産者を表 3 に示す。 

 日本におけるマグネシウム合金地金生産とは、輸入純マグネシウムまたは輸入マグネシウム合金を溶解し、

元素添加することを示す。マグネシウム合金地金生産企業は、日本金属、中央工産、戸畑製作所の 3 社であ

る。栗本鐵工所は 2014 年以降からマグネシウム合金を生産開始予定である。 

マグネシウム粉の生産企業は中央工産、関東金属、山石金属の 3 社である。 

再利用（マグネシウム合金）塊生産企業とは、基本的に工場リターンくずを再溶解している企業である。国内

の自動車向け等のダイカストメーカーから出たスクラップ（国内発生）を再溶解し、その出元に戻している。再

利用塊生産企業は、小野田商店、小野田森村マグネシウム、中央工産、日本金属、日本マテリアルの 5 社で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 主要生産者及び生産品目 

 

企業名 マグネシウム合金地金 マグネシウム粉 再利用塊

中央工産 ○ ○ ○
戸畑製作所 ○ - -
小野田商店 - - ○
小野田森村マグネシウム - - ○
日本金属 ○ - ○
日本マテリアル - - ○
関東金属 - ○ -

山石金属 - ○ -
出典：矢野経済研究所作成  

 

4.リサイクル 

国内回収量（再利用塊）に関する統計値が無いため、2013 年のリサイクル率は 0％となっている。ただし、

構造用のダイカスト、鋳物、射出成形から発生したスクラップが再度溶解され利用されていると推測される。 

その他、合金添加剤需要で最も多いアルミ合金添加剤においては、マグネシウムではなくアルミニウム合

金元素としてリサイクルされている。 

 

リサイクル率 ＝（使用済み製品からのリサイクル量）/（見掛消費） 

見掛消費 ＝（国内発生量）＋（素材の輸入量）-（素材の輸出量） 

※ 使用済み製品からのリサイクル量とは、製品から素材に戻る量を示す。 

※ 国内発生量には使用済み製品のリサイクルを含まない。 

※ 素材は純マグネシウム、超高純度マグネシウム、マグネシウム合金、高合金マグネシウム、粉、くずの合計値 
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1.需給動向 

 

1-1.世界の需給動向 

ケイ素（シリコン）は酸素に次いで2番目に多い元素で、資源量・埋蔵量は非常に多い。ケイ素はその多くが

酸化物（SiO2）の形で存在し、古くから研磨剤や耐火材、ガラスの原料として使用されてきた。また、鋼材の添

加剤としても使用される。製鉄の工程では電気炉において鉄1tあたり約4㎏前後のケイ素が添加される。ケイ

素合金として製鉄の脱酸素剤にも用いられるほか、ケイ素を混ぜた鋼板（ケイ素鋼板）は、うず電流による損

失が少なくなるため変圧器などに使われている。また、鉛レス黄銅にも添加される。 

現在では、金属シリコン（単体金属）としての需要が多い。この金属シリコンは半導体、電子部品、太陽電池

部材、シリコーン、アルミニウム添加剤、機械部品などの用途で幅広く使用されている。これらの金属シリコン

の原料となる珪石には、カルシウムやアルミニウムなどの不純物の少ないものが求められており、限られた

地域でのみ採掘されている。 

珪石からの金属シリコン製錬は電気炉で行うため大量の電力を使用し、発生する不純物の処理なども必要

である。日本はエネルギーコストや環境コストが高く、珪石から製錬するよりも金属シリコン（純度4N以下）や

フェロシリコン（以下FeSi）などの加工素材として輸入する方がコスト的に有利であり、供給は全て輸入に頼っ

ている。 

世界のシリコン（FeSi・金属シリコン（純度4N以下））生産量を表1-1、図1-1に示す。2013年は前年比ほぼ横

ばいの7,700千tであった。主要生産国は、中国、ロシア、米国、ブラジルなどであるが、トップの中国が全体の

66％、2位のロシアは9％と、中国への集中が進んでいる。国別の生産量増減の状況を見ると、主要国の中で

は中国とブラジルが前年比微増、ロシアと米国が前年比微減であり、特に大きな変化はない。ただ、生産量5

位のノルウェーが2012年比で52％と半減近い減少率を示している。 

トップの中国ではエネルギーコスト、環境コストの低さやスケールメリットを武器とした価格競争力を打ち出

しており、2位以下の国では価格競争力が低くなり中国に売り負けた結果、シリコン市場でのシェアが低下す

るケースもある。ノルウェーの生産量激減の背景には業界再編の他に中国との価格競争も影響しているもの

と考えられる。 

シリコンの原料である珪石の鉱山資源は現時点で十分な埋蔵量があり、当面は資源枯渇の問題は発生しな

いものと考えられる。 

 

表 1-1 世界のシリコン（FeSi・低純度金属シリコン（4N 以下））生産量 

単位：純分千ｔ
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 13/12比 構成比

中国 2,490 2,360 2,900 3,300 4,000 4,310 4,920 4,780 5,050 5,100 101% 66%
ロシア 513 526 541 635 605 537 643 647 733 700 95% 9%
米国 275 270 146 155 164 139 176 326 383 360 94% 5%
ブラジル 225 226 226 265 259 224 224 225 225 230 102% 3%
ノルウェー 298 278 150 221 235 301 303 297 339 175 52% 2%
フランス 139 139 124 164 112 66 127 164 174 170 98% 2%
南ア 149 131 144 149 154 116 137 142 132 130 98% 2%
アイスランド 78 78 74 74 73 81 74 78 75 80 107% 1%
ウクライナ 161 161 84 109 99 98 127 98 78 78 100% 1%
インド 36 36 38 39 40 59 66 68 70 70 100% 1%
ブータン - - - - - - - 61 61 61 100% 1%
ベネズエラ 60 60 60 61 61 54 50 46 53 60 113% 1%
カナダ 66 66 66 66 72 53 52 50 55 35 64% 0%
スペイン 55 55 55 78 - - - - - - - -
カザフスタン 67 68 68 68 - - - - - - - -
マケドニア - - - 39 - - - - - - - -
その他 255 289 297 180 288 266 394 383 349 430 123% 6%

合計 4,900 4,720 4,970 5,590 6,160 6,310 7,290 7,370 7,770 7,700 99% 100%

出典：United States Geological Survey「Mineral Commodity Summaries SILICON」　World Production  
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